『源氏物語』における物語の方法 by ナカガワ, テルマサ & 中川, 照将
Osaka University
Title『源氏物語』における物語の方法
Author(s)中川, 照将
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/41994
DOI
Rights
< 5 >
氏 名 中 がJIわ| て照る 将
博士の専攻分野の名称 博士(文学)
学位記番号 第 1 509 8 τに玉コ
学位授与年月日 平成 12 年 3 月 24 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
文学研究科国文学専攻
学位論文名 『源氏物語』における物語の方法
論文審査委員 (主査)
教授伊井春樹
(副査)
教授後藤昭雄 教授内藤 1『司三事
論文内容の要旨
本論文は、源氏物語の作品論としての読みを深め、新たな解釈を得ることによって、どのような物語として展開し
ているのか、その方法を求めるとともに、本文という視点を通じて作品を読む方向を確かめようとする内容であるo
全体は第一部「宇治十帖における方法としてのく誤解)J として、「八宮の〈本心〉と薫のく誤解)J í薫のく誤解〉と
大君の結婚拒否J í薫の〈誤解〉と中君恋慕J í薫の恋愛と筆の琴」の四章、第二部 ír源氏物語』の本文」として、
「青表紙本の出現とその意義J í陽明文庫本『源氏物語』におけるく男〉とく女)J の二章、付編として ír源氏物語』
正編における方法としてのく誤解)J ír しのびね物語』における楽器、そして合奏の意味」の二章を収める。
源氏物語の宇治十帖は、密通によって生まれた薫が登場し、宇治の姫君たちとの恋の成就しない悩みと仏道とのか
かわりが、匂宮との相違をきわだたせながら展開する内容で、その過程で大君、中君、浮舟の思惑と人の世のあり方
が語られていく。八宮は大君には「琵琶」、中君には「等の琴」を教えながら、宇治の地で俗聖とも称されるように
隠棲していた。薫がかいま見した折、二人の姫君はたまたまそれぞれの楽器を取り替えて演奏していたのだが、彼は
それを知らないまま「琵琶」の女性(中君)に心引かれるようになる o 後に父八宮は、「筆の琴J の音のすばらしさ
を述べ、薫との結婚をそれとなく託すことになる o ところが、薫は許されることになった「筆の琴」の女性は大君と
の「誤解」を生じてしまい、これが以後の悲劇の端緒になると論じてしぺ。また、「昔物語」の鍵語から、当初薫は
その類型の人物として描かれていたはずながら、「誤解」によってそこから逸脱し、逆に女性とは結ばれることのな
い男として造型されるようになったのだともする o
源氏物語の本文に関しては、本文の伝来史をたどりながら、青表紙本固定化への現状に疑義を表明するとともに、
別本の陽明文庫における「男J と「女」の表現の分析を通じて、新たな物語の世界を読み解いてし、く。また、付編で
は、朝顔巻の光源氏の夢に登場する藤壷の言説内容を、「誤解」という視点から作品の解釈を示し、源氏物語の世界
を継承する『しのびね物語』を対象とし、楽器と合奏によって独自の物語世界を作りだしたことを論じてし、く D
論文審査の結果の要旨
宇治十帖の橋姫巻において、薫のかいま見によって描出された大君と中君との二人の姫君、これが物語の新たな展
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開の初発となり、以後正編とは異なる主題をにないながら、大きな意味を持ってくることは研究者の共通した認識で
ある o 二人が幼い頃から手ならしてきた楽器と、薫のかいま見した折に手にしていた楽器の違い、この解釈をめぐっ
ては古注以来さまざまな説が示されてきた。それと薫の恋愛不成就の原因について、 i日来は彼の道心のあり方や、周
囲の人物の性格などから解釈していくのが一般的であった。それを申請者は、父八宮の「本心」と薫の「誤解」の視
点を軸にして新たな読みを提示し、「昔物語」では成就するはずの恋が、逸脱してしまう姿を浮かび上がらせてしぺ。
本来は中君と結び、つくはずでありながら、「誤解」により、薫は大君との結婚だけが八宮から許されたと信じ、ひた
すらかなわぬ恋情を持ち続け、結果として大君も中君も失ってしまうことになる o さらに楽器の合奏が結婚と結び‘つ
くことを述べ、中君や浮舟とのかみあわないさまを論じていく。これらの問題については、長い研究の歴史があり、
すでに数多くの研究論文の蓄積もありはするが、このような構造的な読みによる物語の展開の解釈は、きわめて斬新
で、独自の説を主張できたものと思う。本文については、現在の本文校訂方法の問題を指摘し、具体的に別本の陽明
文庫本を取りあげ、光源氏と六条御息所を「男J I女」と表現して語っていく意義を読み解き、青表紙本とは異なる
物語の世界の存することを提示する o さらに、源氏物語において問題となった、楽器と合奏の問題を、鎌倉期の『し
のびね物語』で検証し、物語の方法を確認しようとする。宇治十帖を中心にしながら、新しい作品の読みの方法を模
索し、それなりの独自の論を展開することができたのは、源氏物語の研究においては貴重な成果といえる。ただ、正
編の光源氏を中心とする世界ではどのように読みの可能性があるのか、本文と物語の方法とはどのようにかかわりあ
うのかなど、残された課題は多く、さらに困難がともなうに違いない。このように問題はあるものの、新しい視点に
よる物語文学の読みを示し、作品論を展開したと判断し、本研究科委員会は博士(文学)の学位に充分ふさわしい価
値を有するものと認定するo
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